




















































































































































































1） ABS 2016 Census QuickStats
 http://www.censusdata.abs.gov.au/census_
services/getproduct/census/2016/quickstat/036 
（最終閲覧日：2018年5月5日）
2） ニュージーランド出身者の割合は2.2％である。
文　献
田中豊裕（2011）：『豪州読本　オーストラリアをまる
ごと読む』大学教育出版．
菊地俊夫編著：『ツーリズムの地理学－観光から
考える地域の魅力－』二宮書店，2018年3月刊，
222p.，3,200円（税別）
本書は，首都大学東京の観光科学域に所縁のあ
る地理学者を中心とする20人の執筆陣が多面的
な観光現象を各自の視点から論じるという，かな
り自由度の高い書物である。「自由度が高い」と
いうのは決して揶揄ではない。読者は興味深い論
考（章）から，きままに読み進めることが可能だ。
本書は大きく「都市」，「農村」，「自然」の三つ
のパートに収められた17本の論考と，序章・終
章とあわせて19章から構成される。簡単に各論
考の内容を紹介しよう。
1編「都市地域における観光研究」には，6本
の論考が収められている。1章「東京・裏原宿に
おけるアパレル小売店の集積に関する研究」（矢
部直人）では，アパレル小売店が集積する「裏原
宿」地域を取り上げ，アパレル小売店の集積過程
および集積の意味について考察した。
2章「東京・隅田川における河川交通の変遷と
観光の可能性」（太田　慧）では，東京の河川な
らびに臨海部を対象とした東京ウォーターフロン
トにおける水上バス航路の変遷と，運航船舶の多
様化による観光アトラクション機能の変化を議論
した。
3章「東京・小平市におけるオープンガーデン
の活用と地域資源の連携」（小池拓矢）では，行
政主導のオープンガーデンを行っている東京都小
平市を挙げ，オープンガーデンへの来訪者に対す
る調査を通して，地域におけるオープンガーデン
の特徴と機能を考察した。
4章「ベルギー・国際都市ブリュッセルにおけ
るMICE」（杉本興運）では，ヨーロッパ屈指の
国際都市・ブリュッセルにおける観光やMICE
（ビジネスイベント）にみる文化・交流機能の特
